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高周波基板が使用される機器

Ⅰ．高周波基板が使用される機器
私たちの身の回りには様々な電子機器があり、昨今は特に無線通信を行なう

モバイル端末など高周波帯域を使用する機器の増加に加え、通信速度の高速化に
よって、必然的に高い帯域の周波数帯が用いられることが多くなってきました。

高周波の定義としては、周波数が高いという概念のみが存在しており明確な定義づ
けはありません。本書では「高周波」とは無線通信や放送用搬送波として使用する
RF（RadioFrequency）を指すこととします。

なお、この高周波が利用される代表的なアプリケーションとしては下記のとおりであ
り、私たちの身近にあるモバイル機器から航空宇宙向けの産業用分野まで多岐に渡
ります。

利用形態
アプリケーショ

ン
周波数帯

電波

放送
ラジオ AM：535～1605KHz、FM：76～90MHz

テレビ VHF：90～108MHz、UHF：470～770MHz

通信

PHS 1.8/1.9GHz

携帯電話
700/800/900MHz、
1.5/1.7/2.0/3.5/3.7/4.5/28GHz

業務用無線 150/400MHz

WiFi（無線LAN） 2.4/5GHz帯

WiMAX 2.5GHz

ETC 5.8GHz

ミリ波レーダー 24／76／77／79 GHz帯

位置測定 GPS 1.5GHz

センサ
気象観測 5GHz帯/9GHz帯

人体センサ 10GHz帯/24GHz帯
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この資料の続きをご覧頂きたい方は

「高周波基板.com」サイト

から資料ダウンロード下さい。

https://kousyuha-kiban.com/
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